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令和８年度予算編成方針 

令和７年１０月３１日 

山口市総合政策部 

 

１ 予算編成の基本的な考え方 

新市誕生から２０年の節目を迎え、人口減少局面に備えた新市のまちづくりにおける

社会基盤整備も概ね完了しつつある中、本市は、これまでの合併モードのまちづくりか

ら、新たなまちづくりモードへの移行を進めていきます。「元気な県都づくり」の取組と

ともに、都市全体の「元気度をあげる」、「選ばれるまちへ」、「まちをスマートに」の３

つの視点のもと、新たなまちづくりへの挑戦を進めていきます。 

こうした中で、令和８年度当初予算は、「新たな挑戦 元気山口」予算として、「活力

と魅力にあふれた選ばれる県都づくり」、「持続可能でスマートなまちづくり」、「安全・

安心の暮らしの基盤づくり」の３つを基本方針として、予算編成に取り組みます。 

 

（１）活力と魅力にあふれた選ばれる県都づくり 

    若者や子育て世代が安心して暮らし、働ける都市機能を備えた中核都市づくりと、

住み慣れた地域で安心して住み続けられる２１の地域づくりを着実に進めます。  

また、これまで整えてきた社会基盤の更なる活用を図り、公民連携の手法も積極的

に取り入れながら、市民一人ひとり、地域、事業者の皆様の活動量が上がるような

取組を進め、トータルとしてのまちの活力や元気度を高めます。併せて、歴史・文

化や自然、２１地域それぞれの特長など、本市の個性や魅力を更に引き出し、山口

に来たい、住み続けたいと思ってもらえる「山口らしさ全開」のまちづくりを進め

ます。 

  

（２）持続可能でスマートなまちづくり 

    合併後のまちづくりにおける社会基盤整備、いわゆるビルドアンドスクラップの

ビルドが概ね完了を迎える中、重複する機能を持った施設の集約化を始めとするス

クラップに向けた取組を進めます。また、現在の時代状況などを踏まえた事業の重

点化や見直しにより、限られた経営資源の中でも真に必要なサービスの質を確保し、

同時に、ＤＸやＧＸの取組を通じた持続可能で分かりやすいサービスの再構築を図

るなど、ハード・ソフトの両面において、スマートなまちづくりを進めます。 

 

（３）安全・安心の暮らしの基盤づくり 

    物価高騰の影響への必要に応じた対応や、市民の生命と財産を守る防災・減災対

策に引き続き取り組みます。また、子育て・教育、医療・介護、交通、環境、産業振

興などの各分野において、安全・安心で快適に暮らせるまちを目指した取組を進め

ます。 



- 2 - 

 

 

２ 総括的な事項 

 ・年間通年予算として編成することから、年間を通じて予定される全ての収入・支出を

的確に把握し、予算として計上すること。 

 ・第二次山口市総合計画後期基本計画の６つの重点プロジェクトの推進を十分に意識し、

その目標達成に向けて部局横断的に予算編成を行うと同時に、施策別包括的予算制度

として各施策に配分する一般財源の範囲内で予算要求を行うこと。 

 ・国の「経済財政運営と改革の基本方針２０２５」においては、賃上げを起点とした成

長型経済への移行により、少子高齢化・人口減少時代における地方経済の活力回復な

どを目指すとともに、持続可能な地方行財政基盤の強化として、地方の一般財源総額

を確保することとされている中、引き続き、国の動向を注視し、新たな支援制度等に

ついて積極的な情報収集を行い、財源の確保に努めること。 

 

  



- 3 - 

 

 資 料 １  

【 収 支 試 算 （ 一 般 会 計 ）  】  

                                   （一般財源ベース：億円） 

  
令和８年度 

令和７年度 

（当初予算） 
比 較 

歳  入 587 602 △15 

 市 税 294 288 6 

 地 方 交 付 税 183 178 5 

臨 時 財 政 対 策 債 0 0 0 

 基 金 繰 入 金 22 48 △26 

 
う ち 財 政 調 整 基 金 0 13 △13 

う ち 特 定 目 的 基 金 22 35 △13 

 そ の 他 88 88 ０ 

歳  出 614 602 12 

 枠

対

象

経

費 

義 務 的 経 費 411 396 15 

 

人 件 費 150 140 10 

公 債 費 106 106 0 

そ の 他 155 150 5 

 政 策 的 経 費 186 173 13 

 
維 持 ・ 固 定 経 費 158 144 14 

一 般 経 費 28 29 △1 

 枠
対
象
外 

プ ロ ジ ェ ク ト 経 費 
17 

24 
△16 

 一 時 的 ・ 期 限 付 経 費 9 

財源不足額（※） △27 ０ △27 

※令和８年度当初予算については、今後予算編成を進める中で、国等の補助 

制度の活用を図るとともに、 更なる事業の精査を行うなど、歳入・歳出の 

両面から財源不足の解消に向けた取組を行うこととしています。 
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 資 料 ２  

 

 【スケジュール】

令和８年度予算編成

令和７年度

３月中旬 令和８年度当初予算案の市議会での議決

１１月２６日 予算要求資料の提出締切

１月中・下旬 令和８年度当初予算 市長査定

２月上旬 令和８年度当初予算案の発表

１０月３１日 令和８年度予算編成方針の発表

予算要求説明会


